
 

第 3回浜田市協働のまちづくり推進に関する条例検討委員会 会議録概要 

 

日 時 令和元年12月25日（水）18：30～20：30 

場 所 市役所4階 講堂 

         

【出席】条例検討委員会委員 17 名 

執行部職員 10 名 

 

（1）会長、副会長の改選について 

  光延会長の委員辞任の申出を受け、会長、副会長の改選を行った。会長は長畑副

会長、副会長は冨金原委員が選任された。 

 

（2）公民館のコミュニティセンター化検討部会の状況報告について 

  第 3回及び第 4回検討部会の経過報告を行った。 

 

（3）グループワーク（テーマ：まちづくり条例に盛り込みたいこと） 

  3 つのグループに分かれ、条例に盛り込みたいことについてグループワークと

発表を行った。 

 

 （Ａグループ） 

   ・自治区制度の取組が協働のまちづくりの大本となっていることを前文に入

れてほしい。 

   ・“住民主体”と“協働”について思いが深く、“住民主体”「自分の町は自分

達で作る」ことを強調したいという声が多かった。「自治の意識を高める」

「主体性を持った生活」を盛り込みたいという思いがあった。 

   ・“地域貢献”というところで超高齢化社会、少子化社会が進む中で地域貢献

を図っていくことが大事だという意見が出た。 

   ・“まちづくり”においては、「自助・公助・共助のまちづくり」で新しい公

共の考え方の意見が出た。 

   ・地域資源の掘り起こし、浜田市の宝物をもう少し掘り起こすことも入れて

いただきたい。 

   ・“人材育成”は、担い手の育成や地域愛を持つ人をどんどん増やしていくと

いう意見があった。 

   ・“市民参画”は、現在「市民参加」はあるが、今後は「市民参画」の機会を

増やすことを目指していこうという意見があった。 

（Ｂグループ） 

  ・前文に協働の思いを優しい言葉で盛り込んでいただきたい。誰もが条例を

読んで納得できることが必要だ。 

  ・なぜ自治区制度から新しい協働まちづくりに移っていくのか、自治区制度

の評価を入いれていただきたい。 



 

  ・条例を作る場面に若い人の声が出にくいと感じる。若い世代の参画が必要

になってくるという声が多かった。 

・弱者への支援を条例づくりに位置付けてほしい。周辺部の交通弱者や政治

の光が届きにくいと不安な方、色々困っている方へも目が行き届くような

理念を盛り込みたい。 

・地域のネットワークづくり「ワンチーム」という姿勢で取り組むべきと意

見があった。 

・浜田市のどの地域においても、安全で安心な暮らしができるまちづくりを

みんなでしていきたいという意見が多く出た。 

（Ｃグループ） 

   ・目の前で起こっている問題を挙げ、こうなりたいという方向で意見を出し

た。キーワードでまとめた“子ども”“若者”“市民参加”“産業”“人材

育成”“我が事”“魅力づくり”“つながりづくり”“安心”全てがあって

まちづくりができる。行政の役割もある。 

   ・10年後も 20年後も持続していく仕組みにしたい。 

   ・今日の話し合いが「まちづくり」そのものと実感した。いろんな年代の方

が集まり意見や力を出し合い協働していくことである。協働は、行政が

してくれるものでなく、してもらう住民でもなく、みんなが役割を持ち

やっていくことの最終がまちづくりであると思う。それが実践できたグ

ループワークであった。 

 

【馬場委員】今日のワークは目標達成できたか。今後纏めていく作業に当たってど

こまで進められたのか。 

【回答】 今回の前文、目的、定義など条例の骨格を成す一番大事な部分について

お話いただいた。次回以降はその部分について具体的に条文を考えてい

ただきたい。今後もワーク形式は取り入れていきたい。 

【塚本委員】分かりやすい言葉で作ってほしいという意見に同感である。 

【木村委員】次回は今日話し合った前文から理念までの条例化を行うのか。今後の

進め方についてお聞かせいただきたい。 

【回答】第 4回では条例の目的・理念・原則の整理を行う。本日話していただいた

ことを整理し、その後条例の柱立てを協議いただく。 

 

【長畑会長】誰にでも分かりやすい文章で書くこと、「自分たちの町は自分たちで

作る」という住民自治の本旨となるキーワードが意見として出たことが

印象深かった。誰一人取り残さない、全ての地域住民が一体となる住民

自治に関わる意見が多くあり、今後もこの取組を通じて、さらに条例策

定に向けた議論を深めていただきたい。 

 

（4）その他（今後のスケジュールについて） 

  ・次回以降の開催日等について承認をいただいた。 



 

   ①第 4回  令和 2年 1月 22日（水）18：30～20：30 

     場所  浜田市役所 4階講堂 

     内容  ・第 3回の振返り 

         ・グループワーク 

          条例の中で伝えたいことについて（条例の目的・理念の整理） 

   ②フォーラム 令和 2年 2月 11日（祝）13：30～16：00 

     場所   いわみーる 体育室 

     内容   ・基調講演 

          ・パネルディスカッション 

   ③第 5回   令和 2年 3月 23日（月）18：30～20：30 

     場所   浜田市役所 4階講堂 

     内容   ・部会の状況報告 

          ・第 4回の振返り 

 

 【冨金原副会長】フォーラムの参加見込み 150～200 人について、会場を変えて

多くの方に認識いただけるものとできないか。 

 【回答】会場の都合もあるが、もう少し入場できる見込みである。より多くの方

に参加いただけるよう呼びかけを行いたい。 

   


